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夏休み自由研究・教員研修「においを作ろう」実施報告 

 

小 野  昌 弘
 ＊ 

 

 

概 要 

 

小学校５年生～中学生と大阪市の小・中・養護学校の教員を対象に、それぞれ合成香料やにおい袋

を作る事業、夏休み自由研究と教員を対象とした研修を行った。その内容について報告する。 

 

 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに
 
    

私たちの周りは、食べ物や飲み物、化粧品やそれら

に順ずるものなど、さまざまなにおいを発する物質があ

ふれている。本事業では、におい物質が分子であるこ

とを紹介し、合成香料を作る実験と、天然香料を用い

た「におい袋」を製作し、香りに関する科学知識、歴史

的教養などを深めた。 

 

２２２２．．．．教室概要教室概要教室概要教室概要    

・・・・実施日時 

   自由研究  ２００９年７月２３日 １４：００～１５：３０ 

 教員研修  ２００９年７月２８・２９日  

１４：００～１６：００ 

 ・対象 

    自由研究 小学校 5 年生以上 

    教員研修 大阪市の小・中・養護学校教員 

 ・参加人数 

    自由研究  ２７名 

    教員研修  ２８日１９名 ２９日１４名 

 

 ３３３３．．．．教室内容教室内容教室内容教室内容     

 においとは何かという解説を行った後、エステ

ル合成により、新しいにおいを作る実験を２つ行

った後、天然の香料を集めて、それをひとつにま

とめることで「匂い袋」という日本では古くから

ある香りに関する小物を製作した。 

 

 実験項目 

１）酢酸エチルの合成 
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酢酸とエタノールを試験管に１ｍｌずつ入れ、硫酸を

１～２滴加えた後、湯せんすることで、酢酸エチルを

合成した。 

２）酢酸イソアミルの合成 

 酢酸と３-メチル-１-ブタノールを試験管に１ｍｌずつ

入れ、硫酸を１～２敵加えた後、80℃のお湯で湯せ

んすることで酢酸イソアミルを合成した。 

３）におい袋の作成 

 白檀、丁字、桂皮といった植物から得られる香料 8

種類を用意して、それらを乳鉢で混合することで、

香料単体とは異なる香りを作り、縮緬袋に入れてに

おい袋を作成した。 

 

４４４４．．．．解説解説解説解説    

 五感のひとつである、嗅覚を刺激するにおい物質。

現在でこそ、揮発する分子による作用であることは、広

く知られている。しかし、一般的には、におい物質その

ものがどういった特性を持っているのか、どのくらい種

類があるのかなどあまり深くは考えられていない。 

 大別して、良いにおいと悪いにおいがあり、良いにお

いはアロマセラピーなど体に良いもので、悪いにおい

は忌むべきものといった認識程度である。 

 本事業では、化学反応を通してやや悪臭に近い物

質から、良いにおいがする物質を作り出したり、単体で

は特徴のあるにおいが、いくつか混ぜることでそれまで

とは違う香りを発する混合物にすることなどを通して、

香りが分子であること、また、化学反応、生体内での反

応の結果として香りが生じることを紹介した。 

 まず、最初に取り組んだ、合成香料の作成であるが、

もともと、刺激臭の強い酢酸を、独特の香りを持つエタ

ノール、または、3-メチル‐1‐ブタノールと混合して反
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応させることで、新たな香り物質ができるエステル合成

実験である。別紙テキストの通り、非常にシンプルな実

験の仕方であるため、収率としては低いものである。 

しかし、合成した物質が独特の香りをもつため、反応

前の香りと明らかに違うことが容易に区別でき、誰もが

新たな物質が作られたことを、自らの感覚を使って体

験できる内容である。さらに、使用する試薬の量も１ｍｌ

と少ない量で行えるため、コスト面でも優れており、尚

且つ廃液などの処理も容易である。 

 におい袋の作成は、単に天然香料を混ぜたものであ

り、何か新しい科学的な知見が得られるのか、という問

題があるが、実は人間が香りをどのように理解している

かという点において、興味深い現象を与えるものであ

る。  

本実験で用意した天然香料は、8 種類に上るが、い

ずれもいずれも単一の分子による香りが生じているわ

けではなく、数十～数百の分子が混在することで一つ

の香りを作っている。このにおい袋製作前に行ったエ

ステル合成では、酢酸エチル、酢酸イソアミルと、単一

の分子を作成し、香りを確認した。つまり人間は、単一

のにおい分子をひとつのにおいとして認識し、複数の

におい分子が混合されていても、それをひとつのにお

いとして認識するということである。これは、用意した 8

つの天然香料を混合することでさらに顕著になる。そ

れまで、桂皮なら桂皮の香り、白檀なら、白檀のにお

いと認識していた物が、それらが混合されることで、各

香りの痕跡を確認できるが、実は新しい香りが作られ

たことを私たちの嗅覚は認識するのである。 

つまり、私たちの嗅覚はどのようにしてにおいを分類

しているのか、認識しているのかという問題がここで提

起されるのである。この問いに対しては、本事業では、

明確には回答を示さなかったが、におい分子と私たち

の嗅覚の関係の不思議さを明確にする現象である。 

また、匂い袋については、作ったばかりの時点の香

りと数ヵ月後に感じられるにおいの質が変化することも

述べた。これも、におい物質の特性によって変化する

現象であるが、各人が定期的に香りを確認して欲しい

旨を述べて本事業を終了した。 

学校教員及び小学生と 2つの対象に分かれて本事

業を実施したが、どの参加者も、自分の嗅覚を頼りに

実験をして、さらにそこから化学的な内容を考察してい

くプロセスに、強い興味を持って取り組んでいただい

た。 
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試験管に入れた少量の溶液を湯せんして、エステ

ル合成しているところ。簡単に合成実験ができる。 






